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「さつきの家」だより  

 ９月、朝夕優しい風が吹いてきて、秋の訪れを感じさせてもらっていたら…、台風！ 

猛暑疲れが出てくる９月、広島市もまだまだコロナ感染拡大は油断なりませんが、日々に

ささやかな幸せを見つけて、もう少しの辛抱、とりあえずの毎日をみんなで積み重ねてい

きましょう。皆さん、どうぞ踏ん張っていてくださいね。 

  

～安心できる居場所づくり～ 

 「僕は、ここにいていいんだな。仲間っていいな。あー、ここは居心地がいいな。」と

思える場所が居場所だと思います。そこでは、自分を理解し、自己肯定してくれる温かい

人がいて、愛が溢れている。そこに集まっている人にとっても良い場所でありたいな。そ

んな場所に「さつきの家」は、なれているかな。毎日みんなが元気に通ってきてくれてい

ること、お互いが助け合っている姿を見ていて、大丈夫だな？と思うのだけれども、高慢

になることなく、甘えることなく、自分たちの言葉・行動・環境を整えていきたいと思い

ます。 

 

 集団の中で居心地の良さを感じるためには、「枠」は必要です。「やっていいこと―悪い

こと」が明確であるという枠です。自分にとっては楽ちんなことでも、他者にとっては不

都合なこともあります。自己中心わがまま放題では、みんなの心地よい居場所作れない。

それはどの人にも対等に求めていきたいです。枠を作り出すのは、ここでは「職員」だと

思います。職員の中に人としての「枠」があることが土台です。 

 

仲間の障害の重さには比例しないように思います。重ねてきた体験と年齢、ここまでい

ろんな思いを積み重ねてきたことに思いを馳せながら、あなたをすっぽりと受け止め、そ

して、今日より明日の自分がステキに輝けるよう。誰もが発達途上の人間、すべてが自己

中心で良いとは思えません。かけがえのない自分を大切に、同様に、かけがえのない他者

も大切にする社会性に共に磨きをかけていけたらいいな。 

 

 それは、仲間にだけ求めるのではなく、職員も同様です。「人間一生勉強や！」と、私

の祖父は言いました。それを日々実践していきたいと思います。 



お誕生日おめでとう！！ 

Ｍ・Ｋさん ２４歳    （９月９日生まれ） 

 色白で、手足が長くて、優しい M さん。なんといってもお話が楽しい。野球・時代劇・

歌 etc…とにかく詳しいです。生活の中で、苦手なことにもチャレンジ精神を発揮し、自

分でできることが増えてきました。食器洗い、掃除機かけ、消毒、髭剃り、洗濯。もちろ

んお仕事（ふせん封筒・紙すき・文字、絵の pop 描き等）も楽しんでいます。さつきの家

の仲間の名前が毎日たくさん出てきます。夏の終わりにみんなの代表でカブトムシを公園

の木に返しにいった時の足取りの速さ、満面の笑顔ステキでした。みんなのために今でき

ることを頑張ってくれています。その笑顔でもっともっと幸せになろうね。 

 

保護者へのお願い 

いつも、「さつきの家」への温かなご協力ありがとうございます。仲間のチャレンジ用と

しての「習字道具」の寄付をはじめ、日々丁寧なことばかけに感謝です。 

 

◎ 毎週金曜日に持ち帰る「シューズ」は、自分で洗うようにしましょう。 

最初から出来る人はいません。仲間たちは、さつきの家での食後の食器洗い・洗濯物

干しがとても上手になっています。小さな練習をしていきましょう。 

 

◎「紙すき」用に、牛乳パックを集めて持ってきてくださいね。 

◎ さつきの家でのパン販売は、９月８日・22日（木）です。第 2・4 木曜日 

◎「さつきの家だより」は、地域のみなさまに理解していただきたいという願いを持っ

て、定期的に発信・HP掲載してきています。（今は、まだ配布は保護者のみです。） 

お母さんたちからの率直なご意見等聞かせてください。小川を励ましてくださーい。 
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